
 

 

 

 

 

 

  

新市庁舎は、まちの結節点として、にぎわいと活力を創出することが期待されています。

そのため、低層部には、屋根付き広場（アトリウム）、市民利用機能、商業機能などの「ひ

ろば」を配置し、誰もが集い、親しみ、憩う、ホスピタリティある空間の整備を予定して

います。 

28 年６月から 29 年１月までワークショップを計６回開催し、この低層部の活用アイデ

アやその実現に向けた取組を市民の皆さまとともに考えてきました。 

このたび、ワークショップの成果や、本市としての考え方や方向性についての報告会を

開催します。 

 

１ 開催概要について 

次のとおり、報告会を開催します。どなたでもご参加いただけますので、是非お越し

ください。手話通訳をご希望の際は、４月 19 日（水）までに担当までご連絡ください。 

(1) 日時：平成 29 年４月 26 日（水）18：30～20：00 

 (2) 場所：横浜アイランドタワー17 階 大会議室 

   １階又は地下１階にて、横浜市新市庁舎整備担当に訪問する旨をお申し出いただき、

守衛から受付カードをお受け取りください。 

取材を希望される場合は、直接受付（横浜アイランドタワー17 階）へお越しください。 

お問合せ先 

総務局管理課 新市庁舎整備担当課長 谷口 智行 Tel 045-633-3903 

平平成成 2288年年度度にに実実施施ししたた新新市市庁庁舎舎低低層層部部ににつついいててのの市市民民参参加加型型ワワーーククシショョッッププ  
「「新新市市庁庁舎舎ににみみんんななでで「「ひひろろばば」」ををつつくくるる会会議議」」  

成成果果報報告告会会のの実実施施ににつついいてて  

平成 29 年４月 13 日 
総 務 局 管 理 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

《タイトル》 「新市庁舎にみんなで「ひろば」をつくる会議」成果報告会 

《内  容》 ①趣旨・経緯の説明 

       ②市民参加型ワークショップの結果の説明 

       ③管理運営に関する本市としての考え方や方向性の説明 

       ④意見交換・質疑応答 等 

《ワークショップ結果 報告者》 

野原 卓氏（横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院准教授/都市デザイナー） 

           （市民参加型ワークショップのファシリテータ） 

※申込は４月 24 日(月)まで次の連絡先まで電話、ファックス、メールでお申込みください。 

TEL: 045-633-3903 FAX: 045-664-2501 email: so-chosyaplan@city.yokohama.jp 

※参加無料で、事前申込制です。申込多数の場合は別途対応します。 

※手話通訳が必要な方は４月 19 日（水）までに上の連絡先までご連絡ください。 

※お車でお越しの方は、近隣の時間貸駐車場をご利用ください。 


